L\u27atteggiamento di Giuseppe Prezzolini di fronte alla prima guerra mondiale by 小林 勝
  61 
 
第一次大戦とプレッツォリーニ 































   
I. 
 
1914年 6月 28 日のオーストリア皇太子の暗殺、いわゆるサラエボ事件をき


























( 1 ) 
 
第一次大戦の戦端が開かれた 1914年 8 月から 10 月にかけて《ラ・ヴォーチ
ェ》に発表された文章をいくつか見ることで、この時期のプレッツォリーニの
戦争に対する考えを検証してみることにしよう。まず、ヨーロッパの広い地域


















の雑誌体裁に模様替えをしていたが、プレッツォリーニは 8 月 28 日号の巻頭




















ラ・ヴォーチェと署名された 9 月 13 日の論文『戦争を前にしたイタリアの
諸々の党派やグループ Partiti e gruppi italiani davanti alla guerra』では、ヨ
ーロッパの戦乱を前にした人びとの当惑や国論の分裂が描かれている。また、








ラ・ヴォーチェの署名が付された、10 月 13 日の巻頭の論文『社会主義者た
















































































クローチェは 11 月 23 日の手紙で、参戦論に転じて社会党を離脱したムッソ
リーニの行動について、「社会主義を準備するために戦争をするということなの
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解していた、と言うのである。だが、この時点のプレッツォリーニは戦争によ
ってイタリアを変えることに熱中していた。 





うな動きに対して、クローチェは 5 月 16 日付の手紙で、参戦論者が街頭での
犯罪的な扇動によって議会に圧力をかけようとする光景を嘆き、三国同盟への
裏切りに思えるこのような転換には耐えられないことを執拗に訴えている(19)。 
こうしてイタリアは 5 月 24 日にオーストリアに宣戦するわけであるが、議
会制度を踏みにじったこのような決定のプロセスは、後年のファシズム体制の
樹立に道を開くものであった。ここに至ってクローチェとプレッツォリーニの





( 3 ) 
 





子をヴォーチェ書店から刊行している。末尾には 1915年 6月 19 日という日付
が記されているが、この書物は、プレッツォリ－ニが《イル・ポーポロ・ディ
ターリア》の特派員としてローマに赴任した 1914 年 12 月初めから志願兵とし
て入営する少し前の 1915 年 6 月までの数ヶ月で準備・執筆されたものと考え
























































1915年 5月 24 日にイタリアが参戦すると、プレッツォリーニは直ちに従軍
を志願、7 月末には入営している。早くも 9 月には交戦地域に配属され、11 月
10 日に旧知の文学者ジョズエ・ボルシが戦死したとき、彼の部隊はボルシの部
隊のすぐ側にいた。プレッツォリーニはその自伝の一章をボルシの死に当てて
いる(33)。しかし、彼が前線にいたのは 3 ヶ月足らずで、11 月末にはピサで新
兵の訓練に当たっている。翌 1916 年も各地で新兵の訓練という任務を続けて
いるが、4 月 14 日の日記には、戦争が 1916 年まで続くとは思っていなかった
ことが記されている(34)。1917 年 1 月末にはローマの動員史料編纂所の勤務を
命じられるが、勤務の形態は一般の軍役とは異なり、かなり自由だったようで、
プレッツォリーニは執筆活動などを再開している。10 月にイタリアがカポレッ
トで敗北を喫すると再三にわたって前線への復帰を申請、1918 年 8 月によう
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いう彼自身も 1925 年にフランスへ、1930 年にはアメリカに移り住むことにな
る。 
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( 2 ) 
 
『ヴィットーリオ・ヴェーネト』は 1920 年に刊行された 50 ページ足らずの



































欲求である。1919 年 1 月から開かれたパリ講和会議はイタリアに満足のゆく
結果をもたらすことにはならなかったが、イタリアは大戦において連合国側の
重要な一翼を担ったという錯覚に酔っていたのである。 





























( 3 ) 
 
『イタリア生活の規範』は 1917 年に《リヴィスタ･ディ･ミラーノ》誌に掲
載され、その後かなり加筆され、1921 年に 60 ページの小さな本として刊行さ
れた(63)。全体は１２章６２節から構成されているが、1 章が 16 節からなる場
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